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尿路 感染症 に対す るS-1108の 臨床的検討

古澤太郎 ・前川幹雄 ・北森伴人

京都第二赤十字病院泌尿器科*

新 しいエステル型経ロセフェム系抗生物質S-1108を 各種尿路感染症患者に投与 し,各 々の

臨床成綴を検討 した。

1)臨 床効果:

(1)急 性 単純性膀胱炎2例 に1日 風150mgを17例 に1日 量225mgを 分3食 後3日 間経

口投与 した結果,い ずれ も著効であ った。

(2)急 性 腎孟害炎1例,慢 性複雑性膀胱炎5例 ならびに慢性腎孟腎炎1例 計7症 例に1日 量

300mg分3食 後5日 間経口投与 して,い ずれも著効であった。

2)細 菌学的効果;

対象尿路感染症26症 例全例で本薬剤投与による除菌をみた。

3)安 全性:

26例 と も自他覚的副作用はみられなかった。
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S-1108は 塩 野義製薬株式会社研究所で合成,ス ク

リーニ ングした,新 しいエステル型経ロセフェム系抗

生物質で,内 服後腸管から吸収 され,腸 管壁のエステ

ラーゼによりエステル結合が加水分解を受けて抗菌活

性体である,S-1006と して血中,組 織内に分布 し,

血 中半減期は約1時 間,尿 中排泄率は投与後24時 間

で約40%で ある。

本薬は,グ ラム陽性菌およびグラム陰性菌に対 して

広範囲かっ比較的低濃度での抗菌スペク トルを有 して

いる。

今回,本 薬 を各種尿路感染症26症 例 に経 口投与

し,そ の臨床成績な らびに安全性について検討 したの

で報告する。

1.対 象 と 方 法

対象患者は1990年8月 より同年10月 までに来院 し

た当科外来患者で17歳 か ら89歳 までの男子4例,女

子22例 の 合計26症 例 である。対象尿路感染症別では

急性単純性膀胱炎(AUC)が19例 と圧倒的に多 く,

次 いで慢性複雑性膀胱炎(CCC)5例,急 性腎孟腎

炎(AUP)な らびに慢性腎孟腎炎(CCP)が 各1例

である。

本薬の投与量と投与期間は体重45～60kgの 急性単

純性膀胱炎症例では1回50mg1日3回 食後3日 間

投与が2例,1回75mg1日3回 食後3日 間投与が

17例 であり,体 重40～65kgの 慢 性複雑性膀胱炎症

例には全て1回100mg1日3回 食後5日 問投与とし

た。又,各 々体重が45kgの 急性ならびに慢性腎孟腎

炎の各1例 では1回100mg1日3回 食後投与を5日

間継続 し,UTI薬 効評価基準1)に 準拠 して本薬の臨

床効果を判定 した。

II.成 績

s-1108を 投与 した各種尿路感染症26例 のclini副

summaryをTable1,2,3に 示 した。

1.有 効性

UTI基 準 に合致 した急性単純性膀胱炎18症 例に対

する本薬の総合臨床効果は,Table4に 示す如く,全

例著効であった。

又,細 菌学的効果はTable5に 示す如 くで,本薬

投与前に尿か ら分離 されたEscherichia coli17株,

Staphylococcus epidermidis 1株 は全て除菌された。

なお,服 用終了後7～14日 目の再発は全例認めら

れなか った。

急性腎孟腎炎(単 純性)1例 は,Table2に 示す

如 くで,主 治医による効果判定は著効であり,投与前

に尿から分離 されたEcoliは,本 薬投与により除菌

されて,投 与終了後の再発 も認められなかった。
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Table 1 . Clinical summary of patients with acute uncomplicated cystitis treated with S-1108

*
 Before treatment

/ After 3 days of treatment

**  UTI: Criteria of the UTI committee

Dr.: Dr.'s evaluation

慢性複雑性膀胱炎5例 と慢性複雑性腎盂腎炎1例,

計6例 に対する本薬の疾患病態群別効果は,Table 6

に示 す如 く,い ずれ も著効であった。

それ らの細菌学的効果 はTable7に 示 す様に,全

例で除菌された。

2. 安全性

胃腸障害や発疹などの自覚的副作用は全例にみられ

ず,本 薬1日300mg分3食 後5日 間投与例,即 ち,

慢性複雑性膀胱炎5例 および急性ならびに慢性腎盂腎

炎の各々1例 計7例 にっいて検討した臨床検査でも異



434 CHEMOTHERAPY JUNE 1993

Table 2 . Clinical summary of patients with acute uncomplicated pyelonePhritis treated with S-1108

*
Before treatment

/ After 3 clays of treatment

** UTI: Criteria of the UTI committee

/ Dr.: Dr's evaluation

Table 3. Clinical summary of patients with complicated UTI treated with S-1108

*
Before treatment

/ After 3 days of treatment

** UTI: Criteria of the UTI committee

/ Dr.: Dr.'s evaluation

Table 4. Overall clinical efficacy of S-1108 in acute uncomplicated cystitis
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Table 5. Bacteriological response to S-1108 in acute uncomplicated cystitis

*  Persisted: regardless of bacterial count

Table 6. Overall clinical efficacy of S-1108 according to type of infection

Table 7 . Bacteriological response to S-1108 in complicated U. T. I.

*  Persisted: regardless of bacterial count

常値は認められなかった。

III. 考 察 ならびに結論

急性単純性膀胱炎症例では,1回 量50mg投 与 は

少数症例(2例)で はあ ったが,1回 量75mg投 与

症例(17例)と 比較 して もなん ら遜色のない成績を

示 した。

新薬 シンポジウムの集計成績2)で も1回 投与量が50

mg群 と75mg群 とは有効率に殆ど差がなく,著 効例が

多かったのは,今 回の我々の成績とよく一致 している。

慢性複雑性尿路感染症症例で もその起炎菌が本薬剤

の適応菌であれば,1日300mg分3後5日 間投与で

も十分な成績が期待出来る様である。

なお又,80～89歳 までの本症患者4症 例に,1回

100mg1日 量300mg分3後5日 間本薬剤を投与 し

たが,な ん らの自覚的副作用や臨床検査値の異常など

もみ られなかった点,本 薬剤が極めて安全性の高いこ

とが窺われた。
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S-1108 in urinary tract infections

Taro Furusawa, Mikio Maegawa and Tomohito Kitamori
Department of Urology, Kyoto Second Red Cross Hospital

335-5, Kam aza Maru tam achi Agaru Haruobicho,
K am i gyo-ku, Kyoto 602, Japan.

S-1108, a novel oral prodrug of the cephalosporin type, was administered to 26 patients

with uncomplicated or complicated urinary tract infection (UTI).

The clinical efficacy in 26 patients with various types of UTI was evaluated by oral

ad ministration of 150--300 mg three times daily for 3•`5 days.

According to the criteria of the Japanese UTI Committee, the overall clinical efficacy

rate was 100% (18/18) in acute uncomplicated cystitis or pyelonephritis, and was excellent

in 6/6 in complicated UTI.

The bacteriological eradication rate was 100% (26/26). No side effects were observed.

Based on these findings, we consider S-1108 a useful antibiotic in UTI.


